青風荘　　フェイスシート

平成　22年　3月　22日　担当：上平ユリ子　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小笠原　　富治　様　　　男・女　　　　昭和　12年　3月　9日生（　73歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　Ｓ29年（17～18歳時）
	罹 患 期 間
	約　56年

	
	入院回数
	　　　　3　回　　
	延べ入院年数
	　　　　　35年　　

	医療機関
	　青南病院（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　　　　障害基礎年金　1級　（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホ－ム　青風荘

	入所年月日
	　Ｈ　13年　6月　19日
	身長
	166cm
	体重
	61.9kg（63.5kg）

	最終学歴
	三本木農業高校
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　三沢市丸美百貨店、百石杉沢商店（いずれも短期間）
	

	保　護　者
	氏　　名　　小笠原　ミサ　　様　　　　　　　続柄　　妹　　　　（同居　・否）

	利用目的

・生活技能の習得、社会性の欠如の回復。　　・各種のプログラム等を通して社会参加と意欲向上を図る。

	入院・治療歴　初診日

　　期間　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　医療機関名

　Ｓ38年　（2ヶ月程）　　　　　　　入院　　　　　　十和田中央病院

　Ｓ38年　（3ヶ月程）　　　　　　　入院　　　　　　十和田市内の精神科（詳細不明）

　Ｓ42年3月19日～Ｈ13年6月19日　　 入院　　　　　　青南病院

	生活歴
十和田湖町にて出生。同胞5名の第４子。高校３年時より「目が変だ。」と言い始め、サングラスを常にかけるようになり、その頃より精神の変調をきたし始めていた様子。昭和30年に三本木農業高校を卒業後は、三沢市の婦人衣料品店に６ヶ月程勤めるが、その際「鼻や目が悪い。」と言い仕事を辞めて自宅にこもるようになる。それ以降は、仕事をせず食べたい時に食べ、寝たい時には寝るなど無為な生活となり、さらにはガラスを壊したり障子を叩いて壊したりする行為がある為、家族が注意すると逆上する事があった。昭和38年頃、十和田中央病院へ2ヶ月程入院。その後も、精神科へ数ヶ月間入院した事があった。（詳細不明）

S42年3月、急性症状は認められないものの、無為自閉的であり他者との交流も無く保清も出来ない状況となり青南病院入院となる。




	家族構成

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
両親はすでに他界しており、妹と義弟が支援の中心となっている。他の兄弟との交流は全く無い。病気がちと言う事もあり、こちらの働きかけで年に1～2度面会に来られるのみで、あまり交流はもたれていない。 H21.12.20妹夫婦が面会に来ています。


平成　22年　3月　22日（月）

	氏　名
	　小笠原　　富治　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　12年　3月　9日　（　73歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 入所生活や個別プログラムを通じ、社会性の回復と生活スキルの拡大を図る


	これまでの経過（前回実施日　　Ｈ21年10月　19日）

	前回の問題点　　　　　

1 自分から要望や希望をうまく話すことができない

2 腰痛の訴えがある

· 余暇は自室で音楽を聴いている事が多いですが気が向いたり、好きな番組があればホールで過す事が出来ています。自分の生活リズム・スタイルが確立しており、身の回りの事は殆んど自分で行なう事が出来きており睡眠・服薬とも問題は見られません。整容面も問題なく、出掛ける前には靴をみがいたり、定期的理容院に出掛けたりしており身だしなみの配慮が出来ています。

· 食事の際、口一杯に詰め込んで食べる為時々むせ込むことがあり声掛けしていますが、毎回のように詰め込んで食べており改善は見られません。時々腰痛の訴えが聞かれますが、日常生活には支障はなく、運動プログラムも休む事無く出来る範囲で体を動かしています。

· 胃潰瘍になってから2年2ヶ月経過されていますが不調の訴えはありません。定期的に八戸赤十字病院消化器科受診されており2/8の検査で特に問題は見られず次回は7/12検査予定です。

· 洗面所の使用の時間が守れず、時間前に洗面しており指導を要しています。指導には一時は改善がみられますが、段々に時間が早くなり時間を守れずにいます。必要な事については自ら話し掛けたり、話し相手になっていますが積極的に交流を持つことはありません。金銭管理は無駄遣いなく決められた範囲で遣り繰りしており、休日はデイナイトケアで担当しているお茶を購入しています。

· デイナイトケアでは周囲には関心を示す事はあまりなく閉眼してうつむいている事が多いですが、プログラムに対しては拒否がないとの事です。

･　12/11スタッフの声掛けにより、宮城県美術館へ出掛けています。｢新幹線に始めて乗った嬉しかった｡また乗りたい。｣と感想を話されています。

・　12/20妹夫婦が面会に来ています。｢思った事をあまり話せなかった。｣と話されていますが、お寿司の差し入れを頂き喜ばれています。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①個人での社会参加が出来ない

· 一人でバスを利用出来ない

· 一人で買物へ行ったり、娯楽施設を利用出来ない

	· 外出の楽しみ方が分からない為、個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して社会資源を単身でも行動できるよう支援する。

･　小グループを組んで他者との交流の機会や外出等の機会を多く設定し、コミュニケーション技術も視野に入れながら生活の幅を広げられるよう支援していく。

・　映画に興味を持っている事から映画の新作情報が出たら話題を提供する。

･　本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、達成できた喜びを持ちながら生活によりハリと広がりを持ってもらう。


	ヶ月

	②体調管理について

· 再発防止（胃潰瘍）

· 腰痛

	○胃潰瘍

· 食事摂取量や体重の増減、バイタル等の体調確認をしていく。

· 八戸赤十字病院で定期受診を実施し、経過を観察していく。

○腰痛

・　自室で座ったままの姿勢で居眠りをして腰に負担をかけてしまうことを説明していく。

・　健康プログラムを通して年齢にあわせた運動を提供し、身体機能の低下を防ぐ。

· 高齢のため今後、身体的不調の訴えが出てくることが予想されるため、本人の様子を観察していく。


	ヶ月

	③集団生活の行動について

・　施設のルールを守れない

	○洗面所の使用時間が守れない

･　使用時間以外に使用することで他者に迷惑がかかっていることをその都度本人へ指導し、施設の中で集団生活を行なっている自覚を持っていただく。


	ヶ月


修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

妹（ミサ様　）





妹夫（正一様　）





姉（十和田市在住）








兄（十和田市在住）








本人





姉（三沢市在住）











